
JP 4540323 B2 2010.9.8

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　観察光学系及び照明光学系を備えた先端硬質部と、流体圧アクチュエータから成る湾曲
部と、柔軟性を有する可撓管部と、を有する挿入部を備えた内視鏡であって、
　前記湾曲部の基端部と前記可撓管部の先端部とを着脱自在に連結する係合部に、前記湾
曲部と前記可撓管部とで流体を流通させるための流体的接続部、及び前記湾曲部と前記可
撓管部とを電気的に連結させるための電気的接続部が設けられ、前記電気的接続部の一方
のコネクタが前記係合部の一方の着脱面に対して凸設され、前記電気的接続部の他方のコ
ネクタが前記係合部の他方の着脱面に対して凹設された構成において、
　前記先端硬質部の基端部に、前記可撓管部の先端部に設けられた前記係合部を構成する
電気的接続部の一方のコネクタと電気的に連結可能な他方のコネクタ、或いは前記係合部
を構成する電気的接続部の他方のコネクタと電気的に連結可能な一方のコネクタを設けて
、前記先端硬質部の基端部と前記可撓管部の先端部とを着脱自在に構成したことを特徴と
する内視鏡。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、挿入部に流体圧アクチュエータで構成した湾曲部を備える、工業用、医療用
に適用される内視鏡に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　一般に、工業用、医療用に適用可能な内視鏡には、管腔内に挿入される柔軟で長尺な挿
入部が設けられている。そして、この長尺な挿入部の先端部側には湾曲部が設けられてい
ることが多い。この湾曲部は、使用者が湾曲操作することによって湾曲動作されて、例え
ば観察方向を使用者の所望する方向に向けられるようになっている。
【０００３】
　一般的な、内視鏡では挿入部内に前記湾曲部から延出する湾曲ワイヤが挿通されており
、操作部に設けられている湾曲操作ノブを操作することによって、前記湾曲ワイヤが牽引
弛緩されて、湾曲部が湾曲動作するようになっている。
【０００４】
　これに対して、工業用の内視鏡においては、挿入部を３０メートル、或いはそれ以上に
挿入することを要求されることがある。このため、内視鏡の湾曲部を湾曲動作させる湾曲
機構を、前述したような湾曲ワイヤを牽引弛緩させる構成にした場合、湾曲ワイヤと他部
材との間に発生する摺動抵抗等によって湾曲操作に相当の力量が必要になるなど、湾曲部
を使用者の所望する状態にスムーズに湾曲させることが困難になるおそれがある。
【０００５】
　このため、このように長尺な挿入部を有する内視鏡においては、空気等の流体を供給す
ることによって湾曲部が湾曲動作するように、この湾曲部に流体圧アクチュエータを設け
た内視鏡が提案されている。
【０００６】
　前記流体圧アクチュエータを備えた構成の内視鏡としては例えば、特開平４－１３５５
７０号公報の挿入チューブや特許３２７９３４１号公報の可撓管などが示されており、挿
入部の先端部側に、周方向に沿って複数の加圧室を設けた弾性管状体を配設している。し
たがって、複数の加圧室内に選択的に空気を供給して加圧することによって、加圧された
加圧室と反対方向に弾性管状体が湾曲動作する。
【特許文献１】特開平４－１３５５７０号公報
【特許文献２】特許３２７９３４１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上述した湾曲ワイヤを牽引弛緩させる構成の挿入部を有する内視鏡や、
前記特開平４－１３５５７０号公報の挿入チューブ及び特許３２７９３４１号公報の可撓
管に示されている流体圧アクチュエータを備えた湾曲部を有する内視鏡では、使用目的や
用途に応じて挿入部を交換することができなかった。このため、例えば、直線状のパイプ
内の検査を行う場合、実際の検査では湾曲部を必要としないが、湾曲部を有する内視鏡を
使用する場合がある。また、例えば長さが３メートルのパイプ内の検査を行う場合にも、
挿入部が５メートルの長さの内視鏡を使用することがある。これは、内視鏡が高価である
ため、検査目的や状況（湾曲部が必要であるか否か、或いはパイプ長等）に応じた挿入部
を有する内視鏡を揃えることが難しいためであり、想定される様々な検査状況に対応可能
な内視鏡を１つだけ選択すると、このような状況が頻繁に発生して、内視鏡の有する機能
を常に十分に発揮させることが難しかった。
【０００８】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、湾曲部の要不要や、挿入部の長さ寸法
の変更等を使用目的や状況に合わせて変更可能な、使い勝手に優れた内視鏡を提供するこ
とを目的にしている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の内視鏡は、観察光学系及び照明光学系を備えた先端硬質部と、流体圧アクチュ
エータから成る湾曲部と、柔軟性を有する可撓管部と、を有する挿入部を備えた内視鏡で
あって、前記湾曲部の基端部と前記可撓管部の先端部とを着脱自在に連結する係合部に、
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前記湾曲部と前記可撓管部とで流体を流通させるための流体的接続部、及び前記湾曲部と
前記可撓管部とを電気的に連結させるための電気的接続部が設けられ、前記電気的接続部
の一方のコネクタが前記係合部の一方の着脱面に対して凸設され、前記他方のコネクタが
前記係合部の他方の着脱面に対して凹設された構成において、
　前記先端硬質部の基端部に、前記可撓管部の先端部に設けられた前記係合部を構成する
電気的接続部の一方のコネクタと電気的に連結可能な他方のコネクタ、或いは前記係合部
を構成する電気的接続部の他方のコネクタと電気的に連結可能な一方のコネクタを設けて
、前記先端硬質部の基端部と前記可撓管部の先端部とを着脱自在に構成している。
【００１１】
　この構成によれば、内視鏡の挿入部を、必要に応じて、先端部、湾曲部及び可撓管部を
連設して構成されるタイプや、先端部及び可撓管部とを連設して構成されるタイプとに適
宜、変更可能である。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、湾曲部の要不要や、挿入部の長さ寸法の変更等を使用目的や状況に合
わせて変更可能な、使い勝手に優れた内視鏡を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を詳細に説明する。  
　図１ないし図１８は本発明の一実施形態に係り、図１は内視鏡装置の構成を説明する図
、図２は先端硬質部の構成を説明する図、図３は湾曲部の構成を説明する図、図４は流体
圧アクチュエータの構成を説明する図、図５は流体圧アクチュエータを形成する工程を説
明する図、図６は湾曲部の先端側及び基端側に設ける撮像用着脱機構を構成する構成部材
を説明する図、図７は可撓管部の構成を説明する図、図８は可撓管部の先端側及び基端側
に設ける撮像用着脱機構及び流体用着脱機構を構成する構成部材を説明する図、図９は挿
入部の構成を説明する図、図１０は挿入部の構成例を説明する図、図１１は可撓管部の他
の構成を説明する図、図１２は挿入部の他の構成を説明する図、図１３は他の電気的接続
構成を説明する図、図１４は湾曲部又は可撓管部の先端部に着脱自在なアダプタの一構成
例を説明する図、図１５は湾曲部又は可撓管部の先端部に着脱自在なアダプタの他の構成
例を説明する図、図１６は湾曲部又は可撓管部の先端部に着脱自在なアダプタの別の構成
例を説明する図、図１７は湾曲部又は可撓管部の先端部に着脱自在なアダプタのまた他の
構成例を説明する図、図１８は湾曲部又は可撓管部の先端部に着脱自在なアダプタのまた
別の構成例を説明する図、
　なお、図２（ａ）は先端硬質部の構成を説明する断面図、図２（ｂ）は先端硬質部を基
端面側から見たときの図、図２（ｃ）はＬＥＤ基板及び撮像装置の構成を説明する図、図
３（ａ）は湾曲部を先端面側から見たときの図、図３（ｂ）は湾曲部を図３（ａ）のＡ－
Ａ線に沿って切断したときの断面図、図３（ｃ）は湾曲部を基端面側から見たときの図、
図４（ａ）はマルチルーメンチューブを説明する図、図４（ｂ）は内コイルを説明する図
、図４（ｃ）は内チューブを説明する図、図４（ｄ）は排気チューブを説明する図、図４
（ｅ）は挿入部側流体供給チューブを説明する図、図４（ｆ）は外チューブを説明する図
、図４（ｇ）は前口金を説明する図、図４（ｈ）は後口金を説明する図、図４（ｉ）は外
コイルを説明する図、図５（ａ）はマルチルーメンチューブの中央貫通孔に内チューブを
被覆した内コイルを配置状態を示す図、図５（ｂ）は配置チューブ及び挿入部側チューブ
を配置した状態を示す図、図５（ｃ）は外チューブを被覆配置した状態を示す図、図５（
ｄ）は口金を配置した状態を示す図、図６（ａ）は第１他方側撮像用着脱機構側を説明す
る図、図６（ｂ）は第２一方側撮像用着脱機構側を説明する図、図７（ａ）は可撓管部を
先端面側から見たときの図、図７（ｂ）は湾曲部を図７（ａ）のＢ－Ｂ線に沿って切断し
たときの断面図、図７（ｃ）は湾曲部を基端面側から見たときの図、８（ａ）は第２他方
側流体用着脱機構を説明する図、図８（ｂ）は第２一方側流体用着脱機構を説明する図、
図１０（ａ）は先端硬質部、湾曲部及び可撓管部で構成される挿入部を示す図、図１０（
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ｂ）は先端硬質部及び可撓管部で構成される挿入部を示す図、図１１（ａ）は複数の可撓
管の概略構成を説明する図、図１１（ｂ）は複数の可撓管を組み合わせた可撓管部と、湾
曲部と、先端硬質部とで構成される挿入部を説明する図、図１２（ａ）は撮像装置を可撓
管部に配設した構成例を説明する図、図１２（ｂ）はＬＥＤ照明を可撓管部に配設した構
成例を説明する図、図１２（ｃ）は撮像装置を湾曲部に配設した構成例を説明する図、図
１３（ａ）は金属パイプと突起電極と電極部とによる電気的接続を示す図、図１３（ｂ）
はパイプ電極による電気的接続を説明する図である。
【００１５】
　図１に示すように本実施形態の内視鏡装置１は、細長な挿入部２に後述する撮像装置を
内蔵した電子式の内視鏡３と、この内視鏡３の挿入部２を巻回するドラム部４とで主に構
成されている。なお、符号６はドラム部４を構成する上フランジ４ａに配置された例えば
ＬＣＤモニタであり、このＬＣＤモニタ６には前記内視鏡３の撮像装置でとらえた内視鏡
画像が表示されるようになっている。
【００１６】
　前記内視鏡３の挿入部２は、先端側から順に先端部を構成する先端硬質部２ａと、この
先端硬質部２ａに第１着脱機構９１を介して着脱自在に連設される湾曲部２ｂと、この湾
曲部２ｂに第２着脱機構９２を介して着脱自在に連設される可撓管部２ｃとで構成されて
いる。
【００１７】
　本実施形態の前記先端硬質部２ａの例えば先端面中央部には撮像光学系を構成する撮像
用レンズ群１１が配置され、この撮像用レンズ群１１の周囲には照明光学系を構成する光
学素子として例えばＬＥＤ照明１２が複数個、配置されている。前記湾曲部２ｂは後述す
る流体圧アクチュエータ（図３の符号３０参照）として構成されている。前記可撓管部２
ｃは柔軟で長尺な可撓性部材として形成されている。
【００１８】
　前記第１着脱機構９１は例えば先端側に配置される第１一方側着脱部９１Ａと例えば基
端側に配置される第１他方側着脱部９１Ｂとを備え、前記第２着脱機構９２は例えば先端
側に配置される第２一方側着脱部９２Ａと例えば基端側に配置される第２他方側着脱部９
２Ｂとを備えている。
【００１９】
　前記第１着脱機構９１の第１一方側着脱部９１Ａは、前記先端硬質部２ａの基端側に構
成され、前記第１他方側着脱部９１Ｂは前記湾曲部２ｂの先端側に構成されている。前記
第１一方側着脱部９１Ａには後述する第１一方側機械的接続部及び第１一方側電気的接続
部が設けられている。一方、前記第１他方側着脱部９１Ｂには前記第１一方側機械的接続
部に着脱自在に接続される後述する第１他方側機械的接続部及び前記第１一方側電気的接
続部に着脱自在に接続される後述する第１他方側電気的接続部が設けられている。
【００２０】
　前記第２着脱機構９２の第２一方側着脱部９２Ａは、前記湾曲部２ｂの基端側に構成さ
れ、前記第２他方側着脱部９２Ｂは前記可撓管部２ｃの先端側に構成されている。前記第
２一方側着脱部９２Ａには後述する第２一方側機械的接続部、第２一方側電気的接続部及
び第２一方側流体的接続部が設けられている。一方、前記第２他方側着脱部９２Ｂには前
記第２一方側機械的接続部に着脱自在に接続される後述する第２他方側機械的接続部と、
前記第２一方側電気的接続に着脱自在に接続される後述する第２他方側電気的接続部及び
前記第２一方側流体的接続部に着脱自在に接続される後述する第２他方側流体的接続部が
設けられている。
【００２１】
　前記ドラム部４は例えばボビン形状であり、円盤状の上フランジ４ａ、前記挿入部２が
巻回される管状の挿入部巻回部４ｂ、円盤状の下フランジ４ｃ及びこの下フランジ４ｃの
一面側に配置されるゴム足４ｄとで構成されている。なお、符号４ｅは支持棒である。
【００２２】
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　前記上フランジ４ａにはモニタ固定部材５を介して前記ＬＣＤモニタ６が配置されるよ
うになっている。また、この上フランジ４ａにはバッテリ収納部に設けられたバッテリ用
蓋部７ａ、ボンベ収納部に設けられたボンベ用蓋部７ｂが開閉自在に配置されている。さ
らに、この上フランジ４ａには前記内視鏡３の湾曲部２ｂの湾曲操作指示を行うジョイス
ティック８ａ等を備えたリモートコントローラ（以下、リモコンと略記する）８から出射
される例えば通信用光線を受光する受光部９が設けられている。
【００２３】
　前記挿入部巻回部４ｂ内には図示しない仕切り板が配置され、この仕切り板には前記バ
ッテリ、前記ガスボンベ、前記リモコン８の湾曲操作指示にしたがって前記ガスボンベか
ら流体圧アクチュエータに供給する流体の制御を行う流体供給量制御部、前記撮像装置の
例えばＣＣＤを駆動する駆動信号やこのＣＣＤから伝送された画像信号を映像信号に変換
するＣＣＵ等が配置されている。
【００２４】
　図２（ａ）ないし図２（ｃ）を参照して先端硬質部２ａの構成を説明する。  
　前記先端硬質部２ａは、管状の先端部本体２０と、前記第１一方側着脱部９１Ａの第１
一方側機械的接続部を構成する着脱リング部材２１とで主に構成されている。
【００２５】
　前記先端部本体２０には、中央に位置する撮像光学用孔２０ａと、この撮像光学用孔２
０ａを挟んで平行に配置された一対の照明光学用孔２０ｂとが形成されている。前記着脱
リング部材２１は前記先端部本体２０に対して回動自在に配置されている。この着脱リン
グ部材２１の基端側内周面には雌ネジ２１ａが形成されている。
【００２６】
　前記撮像光学用孔２０ａには前記撮像用レンズ群１１に加えて、撮像装置１３及び第１
コネクタ１４ａとが主に配置されいてる。この第１コネクタ１４ａは、前記第１一方側着
脱部９１Ａの第１一方側電気的接続部の１つである第１一方側撮像用着脱機構を構成する
。この第１コネクタ１４ａは、第１コネクタホルダ１５ａに第１コネクタ抑え１６ａを介
して配設され、この状態のとき、前記撮像光学用孔２０ａの基端側開口面から突出するよ
うに配置される。また、前記第１コネクタ１４ａと前記撮像装置１３とは例えばフレキシ
ブル基板１７によって電気的に接続されている。
【００２７】
　前記照明光学用孔２０ｂの先端側には、表面側に前記ＬＥＤ照明１２を複数配設し、裏
面側に一対の電極（（不図示）を設けたＬＥＤ基板１８が配設されている。この照明光学
用孔２０ｂの基端側には前記第１一方側着脱部９１Ａの第１一方側電気的接続部の別の１
つである第１一方側照明用着脱機構を構成する第１接点１９ａが設けられている。
【００２８】
　なお、前記先端部本体２０の先端面には前記ＬＥＤ基板１８が配置される環状凹部が形
成されている。符号１２ａはＬＥＤ照明を構成する充填剤であり、符号１２ｂはＬＥＤ基
板１８の一対の電極と第１接点１９ａとをそれぞれ電気的に接続する一対の電線である。
【００２９】
　図３（ａ）ないし図６（ｂ）を参照して湾曲部２ｂの構成を説明する。  
　まず、図３（ｂ）に示すように前記湾曲部２ｂの湾曲機構は流体圧アクチュエータ３０
で構成されている。この湾曲部２ｂの先端側には前記第１着脱機構９１の第１他方側着脱
部９１Ｂが構成されて、基端側には前記第２着脱機構９２の第２一方側着脱部９２Ａが構
成されている。
【００３０】
　ここで、図４（ａ）ないし図５（ｄ）を参照して前記流体圧アクチュエータ３０の構成
を簡単に説明する。  
　図４（ａ）ないし図４（ｉ）に示すように流体圧アクチュエータ３０は、マルチルーメ
ンチューブ３１と、例えば４本の一方側流体コネクタ３２と、内コイル３３と、前口金３
４と、後口金３５と、外コイル３６と、内側薄肉チューブ（以下、内チューブと略記する
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）３７と、外側薄肉チューブ（以下、外チューブと略記する）３８と、２本の排気チュー
ブ３９とで主に構成されている。
【００３１】
　図４（ａ）に示すマルチルーメンチューブ３１は柔軟なシリコン材で形成されている。
このマルチルーメンチューブ３１は、断面形状が略円形状で、流体室を構成する例えば４
つの透孔３１ａ、３１ｂ、３１ｃ、３１ｄと、中央部に軸方向に対して平行な中央貫通孔
３１ｅとを有している。
【００３２】
　図４（ｅ）に示す一方側流体コネクタ３２は流体的接続部の一方側を構成するものであ
り、前記マルチルーメンチューブ３１の４つの透孔３１ａ、３１ｂ、３１ｃ、３１ｄの基
端側に配設されるようになっている。この一方側流体コネクタ３２は、例えば樹脂部材で
形成された管状部材であり、中途部には太径部３２ａが形成され、基端部には水密を図る
目的等で使用される後述するＯリング５３が配設される周溝３２ｂが形成されている。な
お、この基端部は端部側が先細になるテーパー面３２ｃとして構成されている。
【００３３】
　図４（ｂ）に示す内コイル３３は、例えばステンレス製であり、前記マルチルーメンチ
ューブ３１の中央貫通孔３１ｅに挿通配置される内側管状部材である。
【００３４】
　図４（ｃ）に示す内チューブ３７は、例えばフッ素製の薄肉チューブで形成され、前記
内コイル３３の外周側に被覆配置される。この内チューブ３７は、前記マルチルーメンチ
ューブ３１が前記内コイル３３の線間に挟み込まれて破損することを防止する。
【００３５】
　図４（ｉ）に示す外コイル３６は、例えばステンレス製であり、前記マルチルーメンチ
ューブ３１の外周側を被覆する外側管状部材である。
【００３６】
　図４（ｆ）に示す外チューブ３８は、例えばフッ素製の薄肉チューブで形成され、前記
マルチルーメンチューブ３１の外周側に被覆配置される。この外チューブ３８は、前記マ
ルチルーメンチューブ３１が前記外コイル３６の線間に挟み込まれて破損することを防止
する。
【００３７】
　図４（ｄ）に示す排気チューブ３９は、例えば管状の金属部材で形成され、前記マルチ
ルーメンチューブ３１と内チューブ３７との間、及び前記マルチルーメンチューブ３１と
外チューブ３８との間にそれぞれ配置される。
【００３８】
　図４（ｇ）に示す前口金３４は前記マルチルーメンチューブ３１の先端部に被覆配置さ
れる。この前口金３４には第１他方側機械的接続部となる、前記着脱リング部材２１の雌
ネジ２１ａと螺合する雄ネジ３４ａを形成した着脱凸状部３４ｂが先端側に設けられいて
る。
【００３９】
　図４（ｈ）に示す後口金３５は前記マルチルーメンチューブ３１の基端部に被覆配置さ
れる。この後口金３５には第２一方側機械的接続部となる前記雌ネジ２１ａを形成した前
記着脱リング部材２１が回動自在に配置される周溝３５ａが形成されている。
【００４０】
　なお、前記内チューブ３７及び外チューブ３８は、上述したとおり内コイル３３若しく
は外コイル３６の線間にマルチルーメンチューブ３１が挟み込まれて穴あき等の不具合が
発生することを防止する他に、このマルチルーメンチューブ３１が軽油等に触れて膨潤を
起こす等の不具合を防止する。
【００４１】
　図４（ａ）ないし図５（ｄ）を参照して流体圧アクチュエータ３０の構成手順の一例を
説明する。  
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　まず、前記内チューブ３７を内コイル３３に被せる。そして、この状態の内コイル３３
を、図５（ａ）に示すように前記マルチルーメンチューブ３１の中央貫通孔３１ｅ内に挿
入配置する。
【００４２】
　次に、図５（ｂ）に示すように前記マルチルーメンチューブ３１の透孔３１ａ、３１ｂ
、３１ｃ、３１ｄの先端側に例えばシリコン接着剤等を流し込んで、先端側開口を閉塞す
る閉塞部４０を形成する。また、前記中央貫通孔３１ｅの先端側と内チューブ３７との間
に前記排気チューブ３９を配置し、その後、マルチルーメンチューブ３１の先端側に先端
側糸巻き固定部４１ａを形成する。このことによって、前記排気チューブ３９及び内チュ
ーブ３７の被覆されている内コイル３３が前記マルチルーメンチューブ３１の先端側に一
体的に配置される。
【００４３】
　さらに、前記透孔３１ａ、３１ｂ、３１ｃ、３１ｄの基端側開口に前記一方側流体コネ
クタ３２を配置し、透孔３１ａ、３１ｂ、３１ｃ、３１ｄと一方側流体コネクタ３２との
隙間を例えばシリコン接着剤等で塞ぐ。その後、マルチルーメンチューブ３１の基端側に
基端側糸巻き固定部４１ｂを形成して、前記一方側流体コネクタ３２をマルチルーメンチ
ューブ３１の基端側に一体的に配置する。このことによって、前記マルチルーメンチュー
ブ３１の透孔３１ａ、３１ｂ、３１ｃ、３１ｄが流体室（図３（ｂ）の符号４２参照）と
して構成される。
【００４４】
　次いで、図５（ｃ）に示すように前記外チューブ３８を前記マルチルーメンチューブ３
１の外周面側に被覆配置する。また、先端側の外チューブ３８とマルチルーメンチューブ
３１との間に前記排気チューブ３９を配置する。その後、このマルチルーメンチューブ３
１の先端側に先端側糸巻き固定部４１ｃを形成して前記外チューブ３８をマルチルーメン
チューブ３１に一体的に配置する。
【００４５】
　次に、図５（ｄ）に示すように前記外チューブ３８を配置した状態のマルチルーメンチ
ューブ３１の先端側に前口金３４を被覆配置するとともに、前記後口金３５を基端側に被
覆配置する。このとき、後口金３５、前口金３４の順にマルチルーメンチューブ３１の先
端側から口金３５、３４をそれぞれ挿通していく。
【００４６】
　また、前記外コイル３６を外チューブ３８が配置されている状態のマルチルーメンチュ
ーブ３１の外周側に配置する。このとき、図中の一点鎖線に示すように外コイル３６の先
端部を前記前口金３４のコイル配置部３４ｃ上に配置されるとともに、基端部を前記後口
金３５のコイル配置部３５ｂ上に配置させる。このことによって、流体圧アクチュエータ
３０が構成される。
【００４７】
　なお、本実施形態においてはマルチルーメンチューブ３１の中央貫通孔３１ｅの周囲に
４つの透孔３１ａ、３１ｂ、３１ｃ、３１ｄを規則的に配列させた構成を示しているが、
透孔の数は湾曲方向及び湾曲させたい形状等によって設定されるものである。つまり、４
つに限定されるものではなく、それ以上であっても、それ以下であってもよい。
【００４８】
　次に、図３（ａ）、図３（ｂ）及び図６（ａ）を参照して前記第１一方側着脱部９１Ａ
とともに第１着脱機構９１を構成する第１他方側着脱部９１Ｂについて説明する。  
　図３（ａ）及び図３（ｂ）に示すように前記第１他方側着脱部９１Ｂの第１他方側機械
的接続部である雄ネジ３４ａが形成されている着脱凸状部３４ｂの先端側開口部には第１
着脱部本体５１が配設されるようになっている。この第１着脱部本体５１には中央に位置
する撮像用孔５１ａと、この撮像用孔５１ａを挟んで平行に配置された一対の照明用孔５
１ｂとが形成されている。
【００４９】
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　前記撮像用孔５１ａには第１他方側電気的接続部の１つである第１他方側撮像用着脱機
構を構成する、前記第１コネクタ１４ａと電気的に接続される第２コネクタ１４ｂが設け
られている。この第２コネクタ１４ｂは、第１コネクタホルダ１５ｂに第１コネクタ抑え
１６ｂを介して配設され、第１コネクタホルダ１５ｂの先端面が前記第１着脱部本体５１
の先端面に対して面一致状態で前記撮像用孔５１ａに配置されている。
【００５０】
　一方、前記照明用孔５１ｂには前記第１他方側電気的接続部の他の１つである第１照明
用他方側着脱機構を構成する、前記第１接点１９ａと電気的に接触される第２接点１９ｂ
が設けられている。
【００５１】
　そして、前記着脱リング部材２１の雌ネジ２１ａと前記着脱凸状部３４ｂの雄ネジ３４
ａとを螺合によって連結状態にすることによって、前記第２コネクタ１４ｂと前記第１コ
ネクタ１４ａとが電気的に接続された状態になるとともに、前記第２接点１９ｂと前記第
１接点１９ａとが電気的に接触した状態になるように構成されている。
【００５２】
　この結果、前記先端硬質部２ａと前記湾曲部２ｂの先端側とについては、前記先端硬質
部２ａに設けられる前記第１着脱機構９１の第１一方側機械的接続部を構成する雌ネジ２
１ａが形成されている着脱リング部材２１と、前記湾曲部２ｂの先端側に設けられる前記
第１着脱機構９１の第１他方側機械的接続部を構成する雄ネジ３４ａを形成した着脱凸状
部３４ｂとの螺合によって、機械的及び電気的に着脱自在な構成になっている。
【００５３】
　次に、図３（ｂ）、図３（ｃ）及び図６（ｂ）を参照して第２着脱機構９２を構成する
第２一方側着脱部９２Ａについて説明する。  
　図３（ｂ）及び図３（ｃ）に示すように前記後口金３５の周溝３５ａには第２着脱機構
９２の第２一方側機械的接続部を構成する前記第１一方側機械的接続部と同部材である雌
ネジ２１ａを形成した前記着脱リング部材２１が回動自在に配置される。また、前記後口
金３５の基端側開口部には第２着脱部本体５２が配設される。この第２着脱部本体５２に
は中央に位置する撮像用孔５２ａと、この撮像用孔５２ａを挟んで平行に配置された一対
の照明用孔５２ｂと、前記流体圧アクチュエータ３０を構成する一方側流体コネクタ３２
が配置される４つの流体用孔５２ｃとが形成されている。
【００５４】
　前記撮像用孔５２ａには第２一方側電気的接続部の１つである第２一方側撮像用着脱機
構を構成する前記第１一方側撮像用着脱機構と同様に構成された第１コネクタ１４ａが設
けられている。この第１コネクタ１４ａは、第１コネクタホルダ１５ａに第１コネクタ抑
え１６ａを介して所定状態で前記撮像用孔５２ａに配置される。また、前記照明用孔５２
ｂには前記第２一方側電気的接続部の別の１つである第２一方側照明用着脱機構を構成す
る前記第１一方側照明用着脱機構と同様に構成された第１接点１９ａが設けられている。
つまり、この第２一方側着脱部９２Ａの構成は、ここまでについては、前記第１一方側着
脱部９１Ａの構成と同様である。
【００５５】
　この第２一方側着脱部９２Ａにおいては、前記第１コネクタ１４ａ及び第１接点１９ａ
に加えて、第２一方側流体用着脱機構である前記流体用孔５２ｃに一方側流体コネクタ３
２が所定量、突出して設けられている。この一方側流体コネクタ３２の周溝３２ｂには必
要に応じてＯリング５３が配置されるようになっている。
【００５６】
　そして、前記湾曲部２ｂを構成する前口金３４に設けられた第１着脱部本体５１に配置
されている第２コネクタ１４ｂと、前記後口金３５に設けられた第２着脱部本体５２に配
置されている第１コネクタ１４ａとは撮像ケーブル５４によって電気的に接続されている
。また、前記湾曲部２ｂを構成する前口金３４に設けられた第１着脱部本体５１に配置さ
れている第２接点１９ｂと、前記後口金３５に設けられている第２着脱部本体５２に配置
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されている第１接点１９ａとはそれぞれ電線５５によって電気的に接続されている。
【００５７】
　なお、前記撮像ケーブル５４及び電線５５は前記流体圧アクチュエータ３０を構成する
内コイル３３の内孔を挿通している。また、前記図３（ｂ）において符号４３は湾曲カバ
ーである。この湾曲カバー４３は、例えば金属網管で形成され、前記湾曲部２ｂの最外装
を構成する。この湾曲カバー４３の先端部は、前記前口金３４のカバー配置部３４ｄ上に
配置され、基端部が前記後口金３５のカバー配置部３５ｃ上に配置される。
【００５８】
　次いで、図７（ａ）ないし図８（ｂ）を参照して可撓管部２ｃの構成を説明する。  
　図に示すように前記可撓管部２ｃは、管状の先端部材６１と、管状の基端部材６２と、
この基端部材６２及び前記先端部材６１の外周面側に配設されるチューブ体６３とで主に
構成されている。このチューブ体６３は、例えば帯状の金属薄板を螺旋状に形成したフレ
ックス６３ａと、このフレックス６３ａを被覆する金属線部材を編み込んで形成した網状
管６３ｂと、この網状管６３ｂを被覆する樹脂チューブ６３ｃとで構成されている。
【００５９】
　また、本実施形態の可撓管部２ｃにおいては、少なくとも、この可撓管部２ｃの先端側
に前記第２着脱機構９２の第２他方側着脱部９２Ｂが構成されてている。なお、符号９２
Ａは可撓管部２ｃの基端側に設けた、前記第２着脱機構９２と略同様に構成した第２一方
側着脱部９２Ａである。
【００６０】
　したがって、前記先端部材６１には前記湾曲部２ｂを構成する後口金３５に回動自在に
設けた着脱リング部材２１の雌ネジ２１ａに螺合する雄ネジ６１ａを形成した着脱凸状部
６１ｂが設けられる。また、前記基端部材６２には周溝６２ａが形成されており、この周
溝６２ａには前記第１一方側機械的接続部と同部材である雌ネジ２１ａを形成した前記着
脱リング部材２１が回動自在に配置される。
【００６１】
　前記先端部材６１には前記第２着脱機構９２の第２他方側着脱部９２Ｂを構成するため
の第３着脱部本体６４が設けられている。この第３着脱部本体６４には中央に位置する撮
像用孔６４ａと、この撮像用孔６４ａを挟んで平行に配置された一対の照明用孔６４ｂと
、前記第２着脱部本体５２から突出する一方側流体コネクタ３２に対向するように形成さ
れた第２他方側流体用着脱機構である流体用孔６４ｃとが形成されている。この流体用孔
６４ｃは、例えば先端側を太径にした太孔６４ｄと、この太孔６４ｄに連通する細孔６４
ｅとで構成されている。前記太孔６４ｄには第２他方側流体用着脱機構となる連結具６５
が配置され、細孔６４ｅにはチューブ接続パイプ６６が配設されるようになっている。
【００６２】
　前記撮像用孔６４ａには第２他方側電気的接続部の１つである第２撮像用他方側着脱機
構を構成する前記第１撮像用他方側電気的接続部と同様に構成された第２コネクタ１４ｂ
が設けられている。前記第１コネクタ１４ａは、第１コネクタホルダ１５ａに第１コネク
タ抑え１６ａを介して配設された状態で、前記撮像用孔６４ａに所定状態で配置されてい
る。また、前記照明用孔６４ｂには前記第２他方側電気的接続部の別の１つである第２照
明用他方側着脱機構を構成する前記第１照明用他方側電気的接続部と同様に構成された第
２接点１９ｂが設けられている。つまり、この第２他方側着脱部９２Ｂの構成は、ここま
でについては、前記第１他方側着脱部９１Ｂの構成と同様である。
【００６３】
　この第２他方側着脱部９２Ｂにおいては、前記第２コネクタ１４ｂ及び第２接点１９ｂ
に加えて、前記流体用孔６４ｃの太孔６４ｄには前記一方側流体コネクタ３２に係入配置
されるゴム等の弾性部材で形成された連結具６５が所定量、先端面から突出して配設され
る。一方、前記細孔６４ｅにはチューブ接続パイプ６６が配設される。
【００６４】
　したがって、前記湾曲部２ｂを構成する後口金３５に配設された着脱リング部材２１の
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雌ネジ２１ａと前記着脱凸状部６１ｂの雄ネジ６１ａとを螺合して連結状態にすることに
よって、前記第２コネクタ１４ｂと前記第１コネクタ１４ａとが電気的に接続された状態
になる。また、前記第２接点１９ｂと前記第１接点１９ａとが電気的に接触した状態にな
る。さらに、前記一方側流体コネクタ３２に連結具６５が係入配置されて連通状態になる
。このとき、連結具６５は先端面が突出しているので、この連結具６５の先端面が５２の
端面に当接して変形されることによって確実な水密状態になる。
【００６５】
　この結果、前記湾曲部２ｂの基端側と前記可撓管部２ｃの先端側とは、前記湾曲部２ｂ
に設けられる前記第２着脱機構９２の第２一方側機械的接続部を構成する雌ネジ２１ａが
形成されている着脱リング部材２１と、前記可撓管部２ｃの先端側に設けられる前記第２
着脱機構９２の第２他方側機械的接続部を構成する雄ネジ６１ａを形成した着脱凸状部６
１ｂとの螺合によって、機械的、電気的及び流体的に着脱自在な構成になっている。
【００６６】
　また、前記先端硬質部２ａの９１Ａと、前記湾曲部２ｂの９２Ａとは前記一方側流体コ
ネクタ３２が突出しているか否かが異なるだけである。このため、前記先端硬質部２ａを
構成する先端部本体２０に配設された着脱リング部材２１の雌ネジ２１ａと前記着脱凸状
部６１ｂの雄ネジ６１ａとを螺合して連結状態にすることが可能である。そして、前記先
端硬質部２ａと可撓管部２ｃとを螺合によって連結固定することによって、前記第２コネ
クタ１４ｂと前記第１コネクタ１４ａとが電気的に接続された状態になる共に、前記第２
接点１９ｂと前記第１接点１９ａとが電気的に接触した状態になる。そして、前記連結具
６５が２０の基端面に当接した状態になる。このことによって、先端硬質部２ａと可撓管
部２ｃとで構成された、言い換えれば湾曲部２ｂのない、挿入部２が構成される。
【００６７】
　この結果、前記先端硬質部２ａと前記可撓管部２ｃの先端側とは、前記先端硬質部２ａ
に設けられる前記第１着脱機構９１の第１一方側機械的接続部を構成する雌ネジ２１ａが
形成されている着脱リング部材２１と、前記可撓管部２ｃの先端側に設けられる前記第２
着脱機構９２の第２他方側機械的接続部を構成する雄ネジ６１ａを形成した着脱凸状部６
１ｂとの螺合によって、機械的及び電気的に着脱自在な構成になっている。
【００６８】
　なお、前記基端部材６２には前記湾曲部２ｂの基端側に設けた第２一方側着脱部９２Ａ
と同様の第２着脱部本体５２が設けられる。そして、この第２着脱部本体５２の中央に位
置する撮像用孔５２ａに第２撮像用一方側着脱機構を構成する第１コネクタ１４ａが設け
られる。また、前記撮像用孔５２ａを挟んで平行に配置された一対の照明用孔５２ｂには
前記第２一方側電気的接続部の他の１つである第２照明用一方側着脱機構を構成する第１
接点１９ａが設けられている。さらに、前記４つの流体用孔５２ｃには前記一方側流体コ
ネクタ３２と基端部側の構成が同様の流体用コネクタ６７が設けられている。即ち、可撓
管部２ｃの基端部は前記第２一方側着脱部９２Ａと同様に構成される。
【００６９】
　そして、前記可撓管部２ｃを構成する先端部材６１に設けられた第３着脱部本体６４に
配置されている第２コネクタ１４ｂと、前記基端部材６２に設けられた第２着脱部本体５
２に配置されている第１コネクタ１４ａとを撮像ケーブル５４によって電気的に接続する
。また、前記可撓管部２ｃを構成する前記先端部材６１に設けられた第３着脱部本体６４
に配置されている第２接点１９ｂと、前記基端部材６２に設けられている第２着脱部本体
５２に配置されている第１接点１９ａとは電線５５によって電気的に接続されている。さ
らに、前記可撓管部２ｃを構成する前記先端部材６１に設けられた第３着脱部本体６４に
配置されているチューブ接続パイプ６６と、前記基端部材６２に設けられている第２着脱
部本体５２に配置されている流体用コネクタ６７とは流体チューブ６８によって連通され
ている。
【００７０】
　なお、本実施形態の場合、前記ドラム部４に前記第２着脱機構９２を構成する前記第２
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他方側着脱部９２Ｂと同様の構成の図示しないドラム部着脱部を設けることによって、可
撓管部２ｃの基端部がドラム部４に対して着脱自在に取り付け可能になる。
【００７１】
　上述のように各部を構成したことによって、図９に示すように先端硬質部２ａに設けた
第１一方側着脱部９１Ａと湾曲部２ｂに設けた第１他方側着脱部９１Ｂとで第１着脱機構
９１を構成するとともに、湾曲部２ｂに設けた第２一方側着脱部９２Ａと可撓管部２ｃに
設けた第２他方側着脱部９２Ｂとで第２着脱機構９２を構成して、先端硬質部２ａと、湾
曲部２ｂと、可撓管部２ｃとが着脱自在な構成の挿入部２を構成することができる。なお
、前記第１コネクタ１４ａ及び第２コネクタ１４ｂは角形に限定されるものではなく、丸
形等であってもよい。
【００７２】
　この結果、図１０（ａ）に示すように先端硬質部２ａと、湾曲部２ｂと、可撓管部２ｃ
とを第１着脱機構９１及び第２着脱機構９２とで連設した挿入部２を有する内視鏡や、図
１０（ｂ）に示すように先端硬質部２ａと可撓管部２ｃとを第１一方側着脱部９１Ａと第
２他方側着脱部９２Ｂとで構成される着脱機構で連設した挿入部２Ａを有する内視鏡が構
成される。
【００７３】
　なお、本実施形態においては、第１及び第２着脱機構を構成する一方側機械的接続部を
雌ネジとし、他方側機械的接続部を雄ネジとしているが、この逆に一方側機械的接続部を
雄ネジとし、他方側機械的接続部を雌ネジとし構成するようにしてもよい。同様に、一方
側電気的接続部と他方側電気的接続部との構成及び一方側流体的接続部と他方側流体的接
続部との構成を逆の構成にしてもよい。
【００７４】
　このように、内視鏡の挿入部を先端硬質部、湾曲部、可撓管部とに分離する一方、先端
硬質部に第１一方側着脱部を設け、湾曲部の先端側に第１他方側着脱部を設けるとともに
基端側に第２一方側着脱部を設け、可撓管部に第２他方側着脱部を設けることによって、
内視鏡の挿入部を、必要に応じて、先端部、湾曲部及び可撓管部を連設して構成されるタ
イプと、先端部及び可撓管部とを連設して構成されるタイプとに自在に変更することがで
きる。この結果、内視鏡観察の自由度が向上する。また、湾曲部を取り外して使用できる
ため、湾曲部への余分な負荷がかからず、湾曲部の劣化を防止することができる。
【００７５】
　以下、図面を参照して本実施形態の変形例を説明する。  
　上述した実施形態においては、可撓管部２ｃを１本の可撓管で構成しているがこの可撓
管部２ｃを図１０（ａ）に示すように複数の例えば長さ寸法の異なる可撓管７１ａ、７１
ｂ、７１ｃ、７１ｄ…として構成するようにしても良い。この可撓管７１ａ、７１ｂ、７
１ｃ、７１ｄ…を構成するに当たって、前記図７（ａ）ないし図８（ｂ）に示したように
可撓管両端部にそれぞれ前記第２着脱機構９２を構成する第２他方側着脱部９２Ｂと第２
一方側着脱部９２Ａとを設ける。
【００７６】
　この結果、図１０（ｂ）に示すように例えば複数の可撓管７１ａ、７１ｃ、７１ｄを組
み合わせて所望の長さ寸法の可撓管部２ｄを適宜構成し、この可撓管部２ｄを前記先端硬
質部２ａ又は前記先端硬質部２ａ及び湾曲部２ｂに組み合わせて内視鏡を構成する。
【００７７】
　このことによって、湾曲部の有無を選択的に設定して挿入部を構成することができるば
かりでなく、可撓管の組合せを適宜変化させて所望の長さ寸法の可撓管部を構成して、挿
入部の長さ寸法を最適な長さ寸法に構成した内視鏡観察を行うことができる。また、可撓
管部に不具合が生じた場合には、その部分のみを取り外すことで、内視鏡の使用が可能に
なる。
【００７８】
　上述した実施形態においては、前記先端硬質部２ａに撮像装置１３とＬＥＤ照明１２と
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を配置する構成を示しているが、図１２（ａ）に示すように可撓管部２ｃの先端面側に撮
像装置１３を設ける構成にしたり、図１２（ｂ）に示すように可撓管部２ｃの先端面側に
ＬＥＤ照明１２を設ける構成にしてもよい。この場合、湾曲部内には光学像を伝送するイ
メージガイド８１又は照明光を伝送するライトガイド８２を挿通配置させるとともに、端
面には光学像伝送用コネクタ８３又は照明光伝送用コネクタ（不図示）を設ける。
【００７９】
　さらに、図１２（ｃ）に示すように必要に応じては湾曲部２ｂの先端面側に撮像装置１
３を設ける構成にしてもよい。  
　これらのことによって、ＬＥＤ照明と撮像装置とを離間配置させて、ＬＥＤ照明の熱に
よる悪影響が撮像装置に及ぶことを防止することができる。
【００８０】
　上述した実施形態においてはＬＥＤ基板１８の一対の電極と第１接点１９ａとを電線１
２ｂで電気的に接続する構成としているが、図１３（ａ）に示すように照明光学用孔２０
ｂ内に金属パイプ１０１を配設する一方、前記ＬＥＤ基板１８に前記金属パイプ１０１の
内周面に当接する突起電極１０２を設け、前記第１接点１９ａが配設されている基板の裏
面側に前記金属パイプ１０１の端面が当接する電極部１０３を設ける。
【００８１】
　このことによって、電線をＬＥＤ基板と第１接点とに接続する作業工程を設けることな
く、組立工程中においてＬＥＤ基板と第１接点との電気的接続を確実に行うことができる
。
【００８２】
　また、照明光の電気的接続を、第１接点１９ａと第２接点１９ｂとを接触させて電気的
導通をとる代わりに、図１３（ｂ）に示すようにパイプ電極１０６、１０７、１０８を設
け、互いのパイプ電極１０６と図示しない先端硬質部に設けた突起電極とを嵌合接触させ
たり、パイプ電極１０７、１０８とを嵌合接触させて電気的導通を取るようにしてもよい
。なお、符号１０５は電極同士を電気的に接続する電線であり、符号１０９、１１０は嵌
合接触をスムーズに行うさせるための案内部材である。この案内部材１０９の先端部を先
細テーパー形状に形成することによって、確実かつスムーズな嵌合接触を行える。
【００８３】
　上述した実施形態においては直視観察用に構成した先端硬質部２ａを湾曲部２ｂ又は可
撓管部２ｃの先端側に着脱自在な構成としているが、湾曲部２ｂ又は可撓管部２ｃの先端
側に着脱自在に配設されるものは、直視観察用の先端硬質部２ａに限定されるものはなく
、以下の図１４ないし図１８に示すように湾曲部２ｂ又は可撓管部２ｃの先端側にアダプ
タを着脱させる構成にしてもよい。なお、複数のアダプタを連設する構成の場合、各アダ
プタ同士の電気的接続部は上述した構成のいずれかにしている。
【００８４】
　図１４では例えば湾曲部２ｂの先端部には、側視観察用アダプタ１１１と側視照明光学
アダプタ１１２とで構成される側視観察部１１３又は接続アダプタ１１４と直視観察光学
系と直視照明光学系とを備えた直視アダプタ１１５とで構成される直視観察部１１６が選
択的に取り付け可能になっている。
【００８５】
　図１５では例えば湾曲部２ｂの先端部には直視カメラアダプタ１２１が着脱自在に接続
されるようになっており、この直視カメラアダプタ１２１の先端側には前記直視アダプタ
１１５又は側視観察光学系と側視照明光学系とを備えた側視アダプタ１２２が選択的に取
り付け可能になっている。加えて、前記直視アダプタ１１５を前記側視アダプタ１２２の
先端側に取り付けることも可能になっている。
【００８６】
　図１６では例えば湾曲部２ｂの先端部には、手元側から順に側視カメラアダプタ１３１
、側視照明光学アダプタ１３２、直視カメラアダプタ１３３及び直視照明光学アダプタ１
３４が取り付け可能になっている。
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【００８７】
　図１７では例えば湾曲部２ｂの先端部には直視カメラアダプタ１４１が配設されるよう
になっており、この直視カメラアダプタ１４１の先端部にはＬＥＤ照明を一列に配置した
照明光学アダプタ１４２又はＬＥＤ照明を複数列に配置した大光量照明光学アダプタ１４
３が選択的に取り付け可能になっている。
【００８８】
　図１８では例えば湾曲部２ｂの先端部に先端アダプタ１５１、１５２、１５３、…と、
図示しない撮像装置及びＬＥＤ照明１２を備えた観察ユニット１６１、１６２、１６３、
…とで構成される観察アダプタ１７１、１７２、１７３、…がそれぞれ取り付け可能にな
っている。
【００８９】
　これらのアダプタを適宜選択して湾曲部又は可撓管部の先端部に取り付けて観察を行う
ことによって、様々な検査状況に対応させた内視鏡観察を行うことができる。
【００９０】
　なお、本発明は、以上述べた実施形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸
脱しない範囲で種々変形実施可能である。
【図面の簡単な説明】
【００９１】
【図１】内視鏡装置の構成を説明する図
【図２】先端硬質部の構成を説明する図
【図３】湾曲部の構成を説明する図
【図４】流体圧アクチュエータの構成を説明する図
【図５】流体圧アクチュエータを形成する工程を説明する図
【図６】湾曲部の先端側及び基端側に設ける撮像用着脱機構を構成する構成部材を説明す
る図
【図７】可撓管部の構成を説明する図
【図８】可撓管部の先端側及び基端側に設ける撮像用着脱機構及び流体用着脱機構を構成
する構成部材を説明する図
【図９】挿入部の構成を説明する図
【図１０】挿入部の構成例を説明する図
【図１１】可撓管部の他の構成を説明する図
【図１２】挿入部の他の構成を説明する図
【図１３】他の電気的接続構成を説明する図
【図１４】湾曲部又は可撓管部の先端部に着脱自在なアダプタの一構成例を説明する図
【図１５】湾曲部又は可撓管部の先端部に着脱自在なアダプタの他の構成例を説明する図
【図１６】湾曲部又は可撓管部の先端部に着脱自在なアダプタの別の構成例を説明する図
【図１７】湾曲部又は可撓管部の先端部に着脱自在なアダプタのまた他の構成例を説明す
る図
【図１８】湾曲部又は可撓管部の先端部に着脱自在なアダプタのまた別の構成例を説明す
る図
【符号の説明】
【００９２】
　　１…内視鏡装置
　　２…挿入部
　　２ａ…先端硬質部
　　２ｂ…湾曲部
　　２ｃ…可撓管部
　　３…内視鏡　
　　９１…第１着脱機構
　　９１Ａ…第１一方側着脱部



(14) JP 4540323 B2 2010.9.8

　　９１Ｂ…第１他方側着脱部
　　９２…第２着脱機構
　　９２Ａ…第２一方側着脱部
　　９２Ｂ…第２他方側着脱部
　代理人　　弁理士　　伊藤　進
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【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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